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◆新たな研究テーマの創生 

2014 年度より、日本リアルオプション学会の研究

部会として『価値創造のイノベーションと戦略』部会

を立ち上げた。研究部会は学会活動の一環として、あ

る特定のテーマを深堀し、集中的な研究を行う公式

の集まりである。 

本研究部会は日本リアルオプション学会の中でも、

一風変わったスタイルの研究部会であると認識して

いる。土台にあるコンセプトは“オープン＆イノベー

ション”である。“オープン”は、古くから、さまざ

まな場面で謳われるキーワードだが、本研究部会で

は、さらにオープンなディスカッションを、オープン

な場で、オープンなメンバーと展開することで、参加

者が互いに切磋琢磨し、決して学会内だけの内輪で

完結することのないよう、常に外部成長の根を張っ

ておきたいという思いを表したものである。もう一

方の“イノベーション”は言うまでも無く、企業が価

値創造を継続していくために必須の活動である。特

にわれわれは、広義の意味でのリアルオプション思

考に基づく経営手法やリスクへの柔軟な対応につい

て、事例研究を中心に考察を深めたいという視座か

らイノベーションを見つめている。 

この“オープン＆イノベーション”のもと、実業界

においてイノベーティブな事業戦略を実践している

企業や実務家をお招きし、その成功要因の形式知化

を試みている。既に 20 例ほどのイノベーション事例

研究を行い、おぼろげながら見えてきたファクトが

ある。それは、リスクに翻弄されない経営を実践して

いる企業に特有の、ある種のコツ
．．

があるということ

である。 

◆エマージング・リスク 

ところで、最近の目新しい経営ワードというと、

「クラウド経営」や「ブロックチェーン」「オムニチ

ャネル」など、きりがありませんが、共通して言える

のは、企業経営を前進させるためには、積極的に新し

い経営機能を理解し、取り入れていかねばならない

ということだ。とすれば、同時に新しいリスクも顕在

                                                                          
1 1989 年 3 月に磁気嵐により、カナダのケベック州に大停電が発生し、

この電源消失が 9 時間続いた。 

化することにもなる。 

先進的な海外企業では、このような新たしいリス

クを“エマージング・リスク（Emerging Risk）”とカ

テゴライズし、『現在は思いつきもしないが、経営に

悪影響を及ぼす可能性のある事象』として企業経営

の中で積極的に管理していく試みが見られる。例え

ば米国アクチュアリー協会のサーベイによると「中

国経済のハードランディング」などの経済リスクか

ら「国際テロ」などの地政学的リスクまで幅広いカテ

ゴリーを管理している事例が見られるが、特にユニ

ークな「磁気嵐によるコンピューターへの被害1」を

エマージング・リスクとして管理している事例があ

る。そこまで管理するべきか、と疑問に思われるかも

しれないが、きちんとした経営の方針があって、あえ

て管理しているのである。 

◆リスクに翻弄されない経営 

前節で「リスクに翻弄されない企業特有のコツ
．．

が

ある」と記したが、それはエマージング・リスクを常

日頃からリスク管理の対象とする経営を実践してい

るということである。定常業務から発生する従来型

のリスク（例えば、未回収など信用リスクや資金調達

など財務リスク）は当然リスク管理の対象であろう

が、それに加えエマージング・リスクを積極的に取捨

選択し、リスクに翻弄されるのではなく、逆にそのリ

スクから得られる収益を最大化することを可能とす

る経営方針である。 

実際、われわれは研究部会を通して、このような従

来型のリスクとエマージング・リスクのバランスを

取りながら経営を拡大している企業の姿を目の当た

りにしており、決して机上の空論などではないと確

信している。まずは、リスク管理に掛かる労力のうち

1 割からで良いので、エマージング・リスクへ経営資

源の配分を検討してはどうだろうか。 

本研究部会・学会では、微力ながらも皆さまのお役

に立てるよう、これからも事例研究を継続していき

たい。 
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